
●マイホーム取得支援事業 7,583 万円

●若者世帯家賃等支援補助事業 5,877 万円

●乗合タクシー運行事業 1億640 万円

●道路改良事業 7億3,626 万円

●上水道整備事業（豊岡地区水道整備） 5億3,383 万円

●非常備消防総務費・・・・・① 6,261 万円

●庁舎建設事業 17億7,472 万円

●河川改良事業 2億8,483 万円

●治水整備事業 1億9,215 万円

●伝統的建造物群保存修理事業（八女福島・黒木） 9,789 万円

●再生可能エネルギー利活用事業・・・・・② 1,673 万円

●浄化槽設置整備事業 1億7,276 万円

●ほたると石橋の館・ホタルと石橋の里公園整備事業 7,195 万円

●八女市若者応援（奨学金返還支援）事業・・・・・③ 56 万円

●新規就農者育成総合対策事業 7,015 万円

安 心して暮らせるしくみづくり

●新型コロナウイルス感染症対策生活困窮世帯大学生等支援金支給事業・・・・・④ 201 万円

●子育て短期支援事業・・・・・⑤ 9 万円

●利用者支援事業（母子保健型）ICT化推進事業・・・・・⑥ 50 万円

●辺春診療所運営費補助事業・・・・・⑦ 117 万円

●アピアランスケア推進事業・・・・・⑧ 13 万円

●新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業 5億1,106 万円

ふ るさとを愛する人づくり

●路線バス通学定期補助事業　 966 万円

●やめっこ夢祝金事業　 2,761 万円

●市奨学金給付事業 1,333 万円

●入学祝金支給事業　 4,077 万円

人 権を尊重した共生のまちづくり

●いきいき行政区運営交付金事業 4,161 万円

●未来づくり協議会事業（Wi-Fi整備）・・・・・⑨ 14 万円

●ふるさと絆便事業 482 万円

未 来につなぐ協働のまちづくり

●マイナポイント事業 1,159 万円

●新型コロナウイルス感染症対策大学生等応援事業・・・・・⑩ 1,589 万円

令和４年度の主な事業

 賑 わいと利便性のある基盤づくり

 強 靭で安全な環境づくり

 美 しいふるさとづくり

 活 力ある産業づくり



事業名 事業内容

① 非常備消防総務費（拡充）
消防庁による報酬の基準等を踏まえ、令和4年度より団員報酬の改正を行いま
した。（災害出動報酬の新設：8,000円/日   行方不明捜索報酬の改定：7,000円
/日→8,000円/日）

②
再生可能エネルギー利活用事
業

　住宅用太陽光発電システム等設置補助金を行うことにより太陽光発電システ
ム191.37kW分が導入されました。　また、地域再生可能エネルギービジョンを作
成し脱炭素社会の現実を進めるとともに、環境に負荷をかけない持続可能な社
会の推進を図りました。

③
八女市若者応援（奨学金返還
支援）事業

若者の本市への移住・定住、地元就職の促進と地元企業の人材確保を図るた
め、高等教育（高等学校以上）進学時に貸与を受けた奨学金を返還している満
30歳以下で、就職、起業、または第１次産業に従事し、１年以上継続しているな
ど、要件をすべて満たす者に対し、返還を支援しました。

④
新型コロナウイルス感染症対
策生活困窮世帯大学生等支
援金支給事業

　新型コロナウイルス感染症対策生活困窮世帯大学生等支援金を支給するこ
とにより、経済的に困窮し就学の継続が困難になっている大学生等の就学の
継続を図ることができました。

⑤ 子育て短期支援事業
１８歳未満の児童の保護者が仕事や育児疲れ等の事由により一時的に児童の
養育が困難となった際に、委託施設において児童を一定期間（最長７日間）養
育することで、保護者の負担を軽減することができました。

⑥
利用者支援事業（母子保健
型）ICT化推進事業

　電子母子手帳と自治体からの子育て情報の配信機能を持つ子育てアプリ「や
めっこダイアリー」を導入し、妊娠期から子育て期までの母子保健や育児に関
する様々な悩みに円滑に対応することができました。

⑦ 辺春診療所運営費補助事業
　へき地診療所として開設している辺春診療所に対し、運営費の一部を補助す
ることで安定的な運営を実現することができました。

⑧ アピアランスケア推進事業
　アピアランスケアを必要とする方に助成を行うことで、経済的負担を軽減し、
事業目的を推進することができました。

➈
未来づくり協議会事業（Wi-Fi
整備）（拡充）

　地域活動のデジタル化に寄与するため、まちづくり団体等の活動に対し、モバ
イルWiFi（21台）を貸与する事業を開始し、事業の支援をすることができました。

➉
新型コロナウイルス感染症対
策大学生等応援事業

　新型コロナウイルス感染症の影響により、通常の学生生活を送ることが困難
となっている、八女にゆかりのある大学生等749人へ八女市の特産品等を応援
物資として給付し、日常生活の不安及び経済的負担の軽減を図ることができま
した。


